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S54年11月1日～H30年7月31日受信総件数
相 談 件 数
相 談 時 間

5,390件
4,590件
2,316時間50分
 

受信累計 1 , 2 0 1 , 6 7 5 件

2018年５月～2018年７月奈良　３５局１０００番の受信状況
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　薬師寺の管主だった高田好
胤師から昔「諸人よ思い知れ
かし己が身の誕生の日は母苦
難の日」という歌を教わった。
誰もが、胎内に宿してくだ
さった38週間、いわゆる十

月十日の苦労、そして胎外に出る瞬間の母
の苦痛に思いをいたし感謝しなさいという
ことであった。
　私事にわたるが、平成13年81歳で亡くなっ
た我が母を思い出しては今も胸が熱くなる。
病弱な父の看病や農作業に汗を流す我慢強
い母であった。父が平成４年に亡くなって
いるから母は９年間一人暮らしだったが、
突然医者からすい臓癌ステージ４を宣告さ
れてそこから８ヶ月で逝ってしまった。
　父には悪いが母を失ったときのほうが

ショックが大きく、今でも母を恋しく思
う。亡くなる数ヶ月前、病院に見舞うと、
母は「自分が漬けた白菜の漬物が食べた
い」と言った。すぐに帰り、漬物部屋の桶
から白菜を取り出し病院に戻って母に食
べさせた。食欲が衰え痩せた母がかすかに
笑みを浮かべながら満足げに食べている
姿を見て嬉しかった。
　その頃は国会にいたので思うように母
に会えず今でも「あの白菜のお漬物をもう
一度食べさせてやりたかった」と悔やまれ
る。病室では、テレビの国会中継で僕の姿
を見つけては喜んでいたと言う。
　僕と弟がまだ３～４歳の頃だ。二人そろっ
て腸チフスにかかって死にかけたことがあ
る。母が泣きながら「どうぞ子どもを助けて
やってください」と必死に拝んでいた姿が
今もまぶたに焼き付いている。誰にとっても
自分の母は世界一、かけがえのない母だ。

　ところが、今の社会はどうだろう？
　子どもに愛情が湧かないとか、虐待した
り殺めたりというニュースが多い。もう20
年以上も前だが、福祉国家と呼ばれるス
ウェーデンに行ったとき「この国ではゼロ
歳児保育という言葉はありません。子ども
が生まれたらお母さんは休職をして一年間
は自分のおっぱいを含ませながら子育てに
専念する、そして一年後保育所に預けて復
職するのです」と実母の存在が生まれたば
かりの子どもにとって如何に大事かを教え
られた。帰国して保育所経営者の集まりで
そのことを話すと一人の方からこっぴどく
叱られた。「私たちは生後50日目から赤ちゃ
んを預かって母親の代わりを務めているの
になんということをいうのか」と。
　どれほど仕事が大事かしれないけれど、
少なくとも一年間は子育てを優先するという
スウェーデンを見習うべきといまも思う。（宏）
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特 集 居場所のない子どもたちと
浜田　進士　氏
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 １ 広報誌夏号373号発行
  専門講座Ⅰ
 ２ 実習指導員養成課程（２）
 ５ 友の会役員会
 ６ 広報委員会
 ７ 養成講座13
 ９ 相談指導員養成課程２年目（１）
 12 研修委員会
 14 運営委員会
  養成講座14
 15 チャイルドラインなら研修会
 20 NID会館改修会議
 21 養成講座15
 22 インターン研修会
  自死遺族のつどい
 28 養成講座後期受け入れ面接
  認定委員会
  相談員委員会
 29 理事会
 30 奈良県指導監査

 ４ 養成講座受講生電話相談見学実習
 ６ 相談指導員養成課程２年目（２）
  友の会会計監査
 ８ NID会館改修工事業者説明
 ９ 奈良県女性相談機関研修会
 10 NID会館改修備品購入業者説明
 11 運営委員会
 19 全体事例研修会
 20 実習指導員養成課程（３）
 22 自死遺族支援検討会・シェアリング
 25 相談員委員会
  全体事例研修会
  養成講座16
 26 インターン座談会・報告会
 28 友の会役員会
 31 NID会館改修工事入札、備品購入入札

 ２ 理事会
  財務委員会
  養成講座８
 ４ 実習指導員養成課程（１）
 ８ 友の会役員会
 ９ 運営委員会
  養成講座９
 13 第1回あすなろダイヤル連絡会議
  子育て支援委員会
 14 なら犯罪被害者支援センター総会
 15 すこやかテレフォン研修会
 16 養成講座10
 17 定時評議員会
  平成30年度会員定期総会・友の会総会・記念講演会
 23 相談員委員会
  養成講座11
 23 ～ 24　相談指導員養成課程２年目一泊研修
 24 インターン研修会
 27 自死遺族支援検討会・シェアリング
 29 ～ 7/1　なら男女共同参画週間イベント・パネル展示
 30 養成講座12
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　特集「寄り添い人を訪ねて」で自
立援助ホーム「あらんの家」に伺い、
職員の方々の子どもと向き合う姿に
心を打たれました。思いやりだけで
なく厳しさもあり、すべてを包括し
た優しさが寄り添うことにつながる
と教えられました。また牛田斐子氏

からは、電話を通して寄り添うとき
の大切なことを再認識させていただ
きました。表紙絵の橘寺ゆかりの聖
徳太子のように、一度に10人とはい
きませんが、電話の向こうの方に少
しでも寄り添うことができればと
思っています。　　　　　　　　（吉）

編 集 後 記

日　時　2019年1月19日（土）　13：00 ～
場　所　奈良商工会議所5階大会議室
会　費　3,500円　
申込締切　12月20日
　　　　事務局まで　TEL 0742-35-0500

2019年新春交流会

おしらせおしらせおしらせ

https://www.inochinodenwa.org/
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友の会　秋の研修・交流会
絹雲の空に涼しさを感じるこの頃

秋のつどいのご案内です
ご一緒に二胡、古箏の演奏会を

楽しみましょう

奏　　者：蔡　愛琴 氏
日　　時：平成30年10月29日（月）11：00 ～
場　　所：西大寺興正殿
会　　費：4,000円（昼食代含む）
　　　　　申込は協会事務局（0742-35-0500）
申込締切：10月22日

けんうん

第14回チャリティバザー

日　時　11月18日（日）　１０：００～
場　所　ＮＩＤ会館
とれたて野菜や日用品を特別価格で提供します。



NID 第374号
2 　特　集

で、子どもたちはいろんな大人がいることを知ります。「あ
らんの家」はホームなのかファミリーなのかといつも考えま
すが、私たちが子どもたち全員の母親、父親になることは出
来ないし、家族だとか、父親だとかは思っていません。子ど
もたちとの距離感が難しいと思っています。
　職員は交代で宿直します。当直の夜に誰かの話を聴いて
いると、他の子どもが気にしているのがわかります。２階
でそっと聞いていたりします。別の子が話しているのを聞
いて、自分も話が聞いてもらえるかどうか測っています。外
部の人がお客さんとして来た時も同じで、その人がしゃべれ
る相手かどうか測っています。みんな自分が一番かわいそう
なんだから、一番かわいがってほしいと思っています。だか
ら人のことが気になる。自分の話を一番に聞いてほしい時は
「死ぬ」という言葉を使います。または「仕事行かへん」と
言います。そしたら「どうしたん？」と訊いてもらえること
を知っているからです。私たちは子どもを特別扱いはしませ
んが、話があきらかに嘘だとわかっていても受け入れます。
嘘は自分のことを大事にしてというサインだと思っていま
す。時にカッとなった子どもが「指導員代われ」というよう
な乱暴なことを言うこともあります。そういう時は言いたい
だけ言わせ、吐き出させます。その場で収拾をつけなくても
いい、だんだんわかる時もあるから、曖昧なままでもいいと
思っています。私たちはどんなに悪態を吐かれても、明くる
日は「普通」に接します。普通にお弁当を出したり、「いっ
てらっしゃい」と言葉をかけます。そうすると、子どもは
「昨日あんなにひどいことを言ったのにどうして？」と思
うようです。「あらんの家」は家庭ではないが生活の場なの
で、日々そう接することで子どもが人との距離感に気づくこ
ともあると思います。毎日の生活の中でそういうことが伝わ
ると思っています。

子どもの自立と「あらんの家」がやること
　自立とは、１人で生きていくことではないと思います。新
たな依存先を見つけ、増やしていくことです。自分が否定さ
れない居場所を持つこと。アイデンティティと、しっかりと
した土台を築くことなどで、私たちは「自立＝自律」と考え
ています。子どもたちの育ってきた家庭環境はさまざまで、
例えば虐待する大人は、やっていることは滅茶苦茶だが理屈

寄り添い人を訪ねて　Ⅱ

居場所のない子どもたちと
� 自立援助ホーム「あらんの家」ホーム長　浜田　進士　氏

　今回の特集では、去る６月に開催された第40回会員定期
総会で記念講演をしていただいた浜田進士氏にお話を伺っ
た。当日は「あらんの家」を見学させていただき、浜田氏と
もう一人女性職員の方に、活動の原点ともいえる子どもたち
への思いや日常心掛けていることなどを話していただいた。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
自立援助ホームとは
　社会的養護を必要としながら、福祉、医療、労働、司法な
どの制度の狭間で支援を受けられなかった子どもたちが対象
の施設で、具体的には児童養護施設を退所（高校中退などに
よる中途退所も含む）して、すぐには行き場の見つからない
子どもや、家庭の崩壊や虐待などで居場所のない、15歳か
らおおむね20歳までの子どもたちを受け入れている。居所
支援、生活支援、就労支援、社会的自立の促進などの支援を
している。「あらんの家」は奈良県で初めての自立援助ホー
ムで、2013年開設。居場所のない子どもたちの「第二の家
庭」として、これまでに23名の子どもを受け入れ、現在４
名（定員男子６名）の子どもが入居している。

「待つこと」と「聴くこと」
　ここに来る子どもたちは傷ついています。育った児童養護
施設を出るとか、家庭に居場所がないということは「見捨て
られ感」を強く持っているということで、そういう子どもと
接するときは「親鳥とひな」のような接し方をします。これ
は、親鳥は卵を温めて、ひなが自分で殻を割って出てくるの
を待つ、待てずに外からつつくとひなは死んでしまうという
例えで、私たちは子どもたちの心を外からこじあけるのでは
なく、自分から心を開いてくれるのを待ちます。時間もかか
るし、腹も立つし、何回も失敗を繰り返すが、それでもひた
すら待ちます。腹が立った時にはその感情を素直に出すこと

浜田　進士 氏　プロフィール

奈良県山添村出身。子どもの権利条約総合

研究所関西事務所長。関西学院大学教育学

部准教授を経て、2013年より「あらんの

家」設立に関わり、2015年よりホーム長

を務める。
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― 「出会い」「別れ」そして「この世」と「あの世」 ― 
 関西福祉科学大学心理科学部　教授　　　　　

 川上　範夫

　奈良いのちの電話の設立に向けて熱い心を傾けられた

方々との「出会い」からすでに40年が経とうとしていま

す。「いのちの電話」というものがどんなことを目的にし

てどのような方法で何を目指すものなのか、文字通り新し

い「出会い」でした。なにしろ未知の経験領域でしたから

戸惑いも大きかったのですが、自分は臨床心理学という専

門から援助関係の実践についての学びのお手伝いや面接実

践の修練に協力してくれればよいという要請に従って微力

ながら関わらせていただいてまいりました。

　その後40年、思い起こしますと若い時は不見識のゆえ

に自分も周りの方々もいつまでもお元気で永遠にお付き合

いできるのではないかと思っていたように思います。それ

が近年、元理事長はじめ先輩役員の先生が相次いでお亡く

なりになって、現在も少なからず抑うつ的動揺の中にあり

ます。ほぼ並行するように、私自身も心臓とか腎臓といっ

た命に直結しかねない病気に見舞われまして、「永遠」と

か「健康」が本来的に妄想的思い込みに支えられたもので

あったと思い知らされることになりました。この世との

「お別れ」とあの世との「出会い」がそんなに遠くない案

外身近なものと考えざるを得なくなりました。

　青空を見上げているとあの世はあちらなのかなあ、とい

つの間にか思いめぐらせ、海の向こうに目を凝らしている

とそうか、元はと言えばわれわれは海から上がって来たも

のらしいと妙に感慨に浸ったり、庭いじりをしていると、

そうだ生き物はだれも残らずいずれ土に還るものなのだと

得心してみたりする機会が多くなってきました。さほど深

い考えに基づいてのことでなく、要は「あの世」を地球自

然に置き換えてみているに過ぎないのですが、病いに心ま

でやられて寄る辺ない不安にある時にはこのような取りと

めのない彷徨いも意味あるかもしれません。

　「いのちの電話活動」には自死予防とか自死遺族サポー

トなど、死にまつわるテーマが周りに横たわっています。

若い時には思弁的に捉えるほかなかったテーマが徐々に自

分のものとして受け止めることができるようになってきま

した。希死念慮を訴えられたり、自死された方の関係者の

方とのカウンセリングでは死者の居場所としての「あの

世」を大切にイメージして関わらせていただくことが必要

と感じているこの頃です。 （協会養成委員長）

情報化社会のなかで考える

14

は正しいことを言います。「こう
あらねばならない」ということを
強引に子どもに押し付けます。そ
ういう環境で育ってきた子どもは
「○か×か」の答えを求めがちに
なります。生きていくのは「○
か×か」ではなく、「揺れる」こ
となんだということを、「あらん
の家」で知ってほしいと私たちは
思っています。「あらんの家」にはいろんな考えを持つ揺れ
る大人がいるから、そういう大人に出会うことで生きること
が少しでもわかってくれたらいいと思って、地域の活動やお
祭りなどにも参加しています。支援してくれる方のご家族ご
とおつきあいする中で、そこの不登校になった中学生にここ
の子が声掛けをするということもありました。子どもたちは
いろんな家族、いろんな家庭があることを学び、逆に「頼り
にされる」ことで大きく成長する機会になりました。相互支
援ということです。新たな依存先を見つけるとは、働くこと
はもちろんですが、一緒に揺れてくれる大人を見つけること
でもあるし、また良いパートナーを見つけることでもありま
す。
　「あらんの家」を退居した子が電話をしてきたり、訪ねて
来ることもよくあります。施設育ちで銀行に行ったことがな
いとか、物を買う時店員さんが恐いとか、そもそもどこに買
いに行ったらいいのかわからないといったささいなことを訊
ける大人が傍にいない子が多いです。仕事がんばってるから
それを褒めてほしくてやって来る子もいます。退居の際にい
ろいろな手続きをするとき20歳未満で親権者の同意書が要
るような場合、親権者を捜すのが難しい。所在がわからな
かったり、親が精神疾患だったり、姓が変わっていたりと、
子どもにとって知らなくてもいいことまで知ってしまうこと
があります。そんな時は精神的なフォローをします。インケ
アもアフターケアもメンタルケアもします。子どもたちのた
めにやることはいっぱいあると思っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇取材を終えて
　お話を伺うために「あらんの家」を訪ねたのは気温37度の猛暑の
日でした。玄関から中へ入ると、そこには大量のたまねぎと大きな
卓球台、そして夕食のハンバーグの良い香りが漂ってきて…。そこ
は別天地のように涼しくて、「家族ではない」と言いながらも、日々
子どもたちに温かく寄り添う人たちのいる心地よい空間でした。
 （Ｍ）

自立援助ホーム「あらんの家」
〒630-8114 奈良市芝辻町三丁目５番19号

TEL/FAX：0742-33-2006
E-mail:arannoie@kcn.jp

http://web1.kcn.jp/arannoie/index.html


